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2026 年 6 月 25 日 

 

《化学物質のいろは》第 32 弾 繊維製品の異臭対策 

－におい分析とは？品質管理に役立つ官能試験と成分分析を解説－ 

 

梅雨が本格化し、じめじめとした季節がやってきました。この時期、アパレル・繊維業界では、製品

の「におい」に関する問い合わせが増える傾向があります。 

繊維製品における製造・保管時のにおいは、出荷後の大きな

品質トラブルにつながることも少なくありません。しかし、に

おいは目に見えず、感じ方にも個人差があるため、「不良品か

どうか」の判断が難しい品質課題のひとつです。 

そこで近年注目されているのが、あいまいな「におい」を化

学成分として捉え、客観的に評価する「におい分析」です。 

今回の「化学物質のいろは」では、においに関するトラブル

やクレーム対応に役立つ視点から、「におい分析」の基本と活

用方法をわかりやすく解説します。 

 

◆ “におい“は品質問題！トラブルの原因はどこにある？ 

一口に「におい」といっても、その感じ方はさまざまです。一般に、不快に感じるにおいを「臭気」、

心地よいにおいを「香気」と呼びます。 

特に繊維製品では、不快な臭気がクレームにつながるケースも少なくありません。梅雨から夏場にか

けては、温度や湿度の上昇によってにおいを感じやすくなり、カビなどによる異臭も発生しやすくなる

ため、問い合わせが増加する傾向があります。 

臭気の発生源を特定することは容易ではありません。例えば、寝具やバッグには複数の部材が使用さ

れ、それぞれ異なるメーカーが製造しているケースも多くあります。そのため、どの部材が原因なのか

を突き止めることが難しくなります。 

また、臭気は原料由来だけでなく、加工工程で使用する薬剤、熱処理、包装材、輸送・保管環境など、

さまざまな要因によって発生します。 

製造から流通まで、あらゆる工程で発生する可能性があるからこそ、においを客観的に評価すること

が重要です。 

 

◆ においをどう評価する？ ～官能試験と成分分析の違い～ 

においを評価する方法は、大きく「官能試験」と「成分分析」の 2 つに分けられます。 

官能試験は、人が実際ににおいを嗅いで評価する方法です。一方、成分分析は、においの原因となる

化学物質を分析装置で定性・定量する方法です。 

 

 

図 1：トラブルを引き起こす「におい」問題 
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＜官能試験＞ 

パネラーが実際ににおいを嗅ぎ、強度を 5 段階で評価します。カビ臭、ガソリン臭、魚臭、溶剤臭、

香料臭など、においの種類にも着目して判定を行います。 

カーペットやマットレスなどの大型製品については、スイス規格「SNR 195 651」に基づく評価を実

施します。 

 

＜成分分析＞ 

➢ におい成分の抽出 

におい分析で重要なのは、実際の使用環境を再現して、適切な条件でにおい成分を抽出することです。

サンプルの使用状況や保管環境、特に温湿度条件を確認し、実際ににおいを感じる状況をできるだけ再

現します。例えば、サンプルをテドラーバッグ1やチャンバー2に入れ、一定の温湿度条件下で保持した

後、発生した揮発性ガスを捕集します。 

 

➢ におい成分の測定 

代表的な分析装置として、加熱脱着分析装置 TD-GC/MS（図 2）があります。サンプルから発生した

揮発性ガスを吸着剤入りの捕集管に導入し、加熱脱着によって成分を放出・濃縮した後、GC-MS で測

定します。得られたデータを専用ソフトで解析し、におい成分データベースと照合することで、異臭に

関連する化合物を推定します。 

 

 

例えば、カビ臭の原因物質として知られるジェオスミン（CAS：19700-21-1）などが代表的な臭気成

分です。このような臭気成分は、クロマトグラム3上にピークとして現れます（図 3）。 

 

 

 
1 気体（ガス）採取・分析用のサンプリングバッグです。 

2 温湿度や圧力などの環境条件を精密に制御・再現できる密閉された空間や容器のことです。外乱要因を排除し、特定の環境下で製

品、部材などから発生する揮発性ガスを捕集するために用いられます。 

3 混合物を成分ごとに分離する分析手法（クロマトグラフィー）を行った際に、検出された成分の量や割合を時間的な変化として記録

したグラフやチャートのことです。 

図 2：加熱脱着分析装置 TD-GC/MS 
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また、におい分析は異臭トラブルだけでなく、「香気」の評価にも活用できます。測定結果を香気成分

データベースと照合することで、「柑橘系」「甘い香り」といった香りの特徴を可視化することも可能で

す。（表 1） 

 

 

ニッセンケンのにおい成分データベースには、代表的な臭気・香気成分をはじめ、多様なにおいに関

する情報が収載されており、幅広いにおい成分の特定や評価に活用されています。（表 2） 

 

 

さらに、分析で検出された成分は、におい以外の品質トラブル解決にも役立ちます。例えば、「バニリ

ン（CAS：121-33-5）」は段ボールなどに含まれるリグニンの分解によって発生する成分で、長期保管中

の製品に黄変を引き起こす原因となる場合があります。 

 

◆ 官能試験と成分分析の結果が一致しないのはなぜ？ 

「分析では成分が検出されたのに、においを感じない」「においは感じるのに、分析では原因物質が見つ

からない」こうしたケースは珍しくありません。主な理由として、次の 3 つが挙げられます。 

 

① 物質によって、人が感知できる最低濃度（嗅覚閾値）は大きく異なります。例えば、イソ吉草酸（CAS：

503-74-2）は嗅覚閾値が低く、微量の検出であっても強い臭気として認識されることがあります。 

② 実際のにおいは、複数の成分が混在する「複合臭」であることが多く、成分同士の相乗効果や相殺

効果により、個々の成分が持つにおいの特徴とは異なる印象を与えることがあります。例えば、官

表 2：代表的なにおいと関連成分・発生要因の例 

図 3：におい成分クロマトグラ解析イメージ 

表 1：香りの印象の可視化イメージ 
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能試験では柑橘臭のみが認識された一方で、成分分析では柑橘臭関連成分に加え、複数の臭気成分

が検出された事例もあります。 

③ 人間の感覚は、刺激の強さの対数に比例する「ウェーバー・フェヒナーの法則4」に従うため、成分

濃度と知覚されるにおいの強さは比例関係にありません。例えば、成分濃度が 10 倍に増加しても、

知覚されるにおいの強さは 2 倍程度にしか感じられないことがあります。 

 

このように、官能試験と成分分析はそれぞれ異なる特性を持っています。人が実際に不快と感じるか

どうかを評価するには官能試験が、原因物質の特定や対策立案には成分分析が有効です。目的に応じて

両者を組み合わせることで、より精度の高い評価が可能になります。 

 

◆ におい分析はこんな場面で活用できます！ 

① 原因特定：部材ごとに分析し、においの発生源を特定する 

② 効果確認：対策前後の変化を比較し、改善効果を検証する 

③ 品質基準の策定：客観的データに基づき、出荷基準を設定する 

④ 付加価値向上：香りの持続性や経時変化を評価し、製品価値を高める 

 

◆ 化学試験事業部からの耳より情報！ 

 これからの季節、増加する「におい」に関する問い合わせ。ニッセンケ

ンでは、官能試験によるにおいの強度評価から、におい成分データベース

を活用した臭気・香気成分分析まで、一貫した評価サービスを提供してい

ます。においは感覚的な問題と思われがちですが、官能評価と成分分析を

組み合わせることで、原因究明や対策検討に役立つ客観的な情報を得る

ことができます。異臭トラブルの原因調査や香りの評価でお困りの際は、

ぜひお気軽にご相談ください。 

昨年スタートしたニッセンケン公式 Instagram では、化学試験の裏側や

日々の業務に加え、化学物質に関する豆知識や最新トピックスを発信し

ています。ぜひこちらもチェックしてみてください。 

 

 

【有害化学物質に関するお問い合わせ先】 

一般財団法人ニッセンケン品質評価センター 

ライフ アンド ヘルス事業本部 化学試験事業部 

E-mail: oeko-tex@nissenken.or.jp 

 
4 人間の感覚（明るさ、音の大きさ、重さなど）の大きさが、受ける刺激の強さの「対数」に比例するという法則です。感覚は刺激の

絶対量ではなく「変化の割合（比率）」で判断されるため、大きな刺激に対しては鈍感になるのが特徴です。 

mailto:pr-contact@nissenken.or.jp
https://nissenken.or.jp/
https://nissenken.or.jp/
mailto:oeko-tex@nissenken.or.jp
https://www.oeko-tex.com/jp/
https://www.instagram.com/nissenken_life_and_health/

